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氏 名 住 所 電 話 担 当 地 区

伊 橋 利 雄 篠本1,162 (5)0018 一区 .二区

増 島 彰 篠本4,585 (5)0121 三区

越 川 昭 二又1,206 (5)1326 二又 .新井

小 川 三 郎 宝米1,205 (5)0325 宝米

鈴 木 三 郎 台869-1 (5)0081 小川台 .台

斉 藤 武 雄 傍示戸254 (5)1269 富下 .虫生 .傍示戸

佐久間 了 小 田部1,123 (5)0648 母子 .小 田部 .町住

岩 沢 一 夫 芝崎850 (5)0240 芝崎

土 屋 隆 嗣 宮川6,018-13 (4)0070 橋場

椎 名 ヒ ロ 宮川5,320-1 (4)2116 橋場

林 亮 宮川9,995 (4)1758 西高野 .谷中 .入

川 島 清 市 宮川4,630 (4)1052 桑郷 .古屋

橋 浦 寛 照 宮川2,273 (4)0693 宮内 .作間内 .県住

越 川 義 一 目篠339 (4)1892 原方 .篠原

小 川 せい子 木戸8,138 (4)0252 五 ノ神 .長塚

平 野 定 木戸1,330-6 (4)0157 木戸 .辻

向 後 家 治 木戸905 (4)0580 白磯

伊 藤 清 志 尾垂 イ1,152 (4)0682 尾垂

伊 藤 昇 尾垂 イ2,540 (4)0818 尾垂

椎 名 弘 明 木戸9,498 (4)0522 関 .辻の浜

氏 名 住 所 連 絡 先 担 当 地 域

高 梨 春 子 篠本5099 (5)0186 篠本- .二 .三区

鈴 木 良 子 宝米 9 (5)1100 新井 .宝米 .二又

鈴 木 重 子 台869-1 (5)0081 /ト川台 .母子 ./ト田部 .

飯 島 紀美子 芝崎913 (5)1174 芝崎 .傍示戸 .菖下 .虫生

大 木 国 宮川6039-5 (5)0272 橋場 .桑郷

鈴 木 登美枝 宮川3714 (4)0551 古屋 .作間内 .宮内

越 川 恒 子 谷中2005 (4)1583 谷中.入.西高野.原万.篠原

椎 名 ト ン 木戸5938 (4)0419 辻 .木戸 .長塚 .五 ノ神

鈴 木 米 子 木戸754 (4)0309 白磯 .関
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